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令和７年度当初予算　主要事業

重点目標 政策

● 【出会い・結婚】出会い・婚活支援事業 4,791 企画財政課 1

【妊娠・出産】出産準備金支給事業 8,000 子育て支援課 2

【子育て】伊豆っ子未来応援金支給事業 19,050 子育て支援課 3

● 【子育て】子育て施設環境整備事業 33,994 子育て支援課 4

● 中伊豆小学校移転事業 229,300 学校教育課 5

● 学びの探究向上事業 8,256 学校教育課 6

● GIGAスクール推進事業 233,500 学校教育課 7

● 放課後児童クラブ拡充事業 9,575 学校教育課 8

2025年デフリンピック事業 3,237 社会福祉課　他 9

帯状疱疹ワクチン接種事業 7,800 健康長寿課 10

時間外小児医療確保補助金 7,550 健康長寿課 11

ひなた公園整備事業 413,193 都市計画課 12

危機管理センター整備事業 871,590 危機管理課 13

● 津波避難訓練事業 5,500 危機管理課 14

● 災害廃棄物仮置場対応訓練事業 1,618 環境衛生課 15

観光推進基本計画策定事業 8,640 観光商工課 16

宿泊業経営力基盤強化事業費補助金 4,000 観光商工課 17

ふるさと観光地魅力化事業 61,300 観光商工課 18

● 森林環境譲与税活用事業　 69,500 農林水産課 19

● 地域おこし協力隊推進事業 132,036 地域づくり課　他 20

● 移住定住促進事業 71,638 地域づくり課 21

● ビレッジプライド研修事業 5,600 総務課 22

● おかえりIzUプロジェクト事業 506 地域づくり課 23

学校給食地元栽培米活用事業 3,304 学校教育課 24

修善寺駅周辺・修善寺温泉地区まちづくり検討事業 10,000 都市計画課 25

ひなた公園整備事業（再掲） 413,193 都市計画課 ー

地域公共交通推進事業 133,798 地域づくり課 26

● 中学生バス乗り放題事業 63,440 学校教育課 27

収納対策強化事業 8,701 税務課 28

ふるさと納税促進事業 743,825 企画財政課 29

旧八岳小学校解体改修事業 135,500 資産経営課 30

● 基幹システム標準化事業 324,019 地域づくり課　他 31
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令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

№ 1 事業名 【出会い・結婚】出会い・婚活支援事業

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

企画財政課

事業概要 財源内訳

　本市の少子化における大きな要因のひとつとして挙げられる未婚率の

高さを解消するため、入り口である「出会い」の機会づくり・場を提供し、

「結婚」の機会を創出する。

区分 内容 予算額

【拡　充】 予算額 4,791 千円 担当課

出会い・婚活支援

業務委託料

【拡充】

・婚活イベントの実施

・専任のコンシュルジュによるサポートを

実施する結婚相談所への入会及び活

動を支援

4,600

ふじのくに結婚応

援協議会負担金

県と市町が運営する結婚応援協議会

への負担金
71

婚活支援補助金

「ふじのくに出会いサポートセンター」に

入会する市民に対し、利用料金（年

会費）の3/4を補助

120

№ 2 事業名 【妊娠・出産】出産準備金支給事業

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

― 予算額 8,000 千円 担当課 子育て支援課

出産準備金

伊豆市内に住所を有し、かつ出産予

定日において伊豆市に住所を有する見

込みがあり、妊娠22週を迎えた者に胎

児1人につき10万円を支給する。

8,000

事業概要 財源内訳

　妊婦の市外受診に係る交通費や、受診券での公費負担額を超えた

自己負担等の経済的負担を軽減するため出産準備金を支給する。

区分 内容 予算額

県支出金

3,530

一般財源

1,261

その他特定財源

8,000



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

原保子育て支援

支援センター

施設改修工事

防犯カメラ設置工事の実施 2,420

土肥こども園

施設改修工事

遊具設置工事、空調設置工事ならび

に防犯カメラ設置工事の実施
29,481

熊坂こども園

施設改修工事
防犯カメラ設置工事の実施 2,093

事業概要 財源内訳

　子ども子育て支援事業債を活用したこども園等の施設の遊具更新や

防犯対策を実施する。

区分 内容 予算額

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

【新　規】 予算額 33,994 千円 担当課 子育て支援課

伊豆っ子未来応

援金

子どもが小学校に入学した保護者に対

し、伊豆っ子未来応援金を支給する。

（支給額）

第１子＝５万円

第２子＝15万円

第３子以降＝20万円

19,050

№ 4 事業名 【子育て】子育て施設環境整備事業

事業概要 財源内訳

　次代を担う子どもを育てる世帯を応援するため、市内の小学校に入学

した児童の保護者に対して、伊豆っ子未来応援金を支給する。

区分 内容 予算額

子育て支援課

№ 3 事業名 【子育て】伊豆っ子未来応援金支給事業

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

― 予算額 19,050 千円 担当課

その他特定財源

19,000

一般財源 50

地方債

30,500

一般財源

3,494



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

●スケジュール

学校教育課

№ 5 事業名 中伊豆小学校移転事業

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

【新　規】 予算額 229,300 千円 担当課

事業概要 財源内訳

　新中学校完成に伴い廃校となる中伊豆中学校の跡地活用として、中

伊豆小学校の移転・建替に向けた検討を進める。

区分 内容 予算額

令和１０年度

中伊豆小学校

移転整備

小学校一般事務

事業
中伊豆小学校実施設計業務委託 69,300

中学校一般事務

事業
中伊豆中学校解体工事 160,000

令和７年度 令和８年度 令和９年度

地方債 229,300

実施設計

旧中伊豆中校舎

解体工事

建築工事

開

校



令和7年度当初予算　主要事業概要説明資料

GIGAスクール推

進事業

・校内通信ネットワーク環境整備業務

委託

・パソコン等保守委託

・ICT支援員活用推進業務委託

・学習ポータル連携構築支援業務委

託

・【新規】施設備品（小中学校短焦

点プロジェクタ）購入費

・教育用備品（GIGA端末等）購入

費　他

233,500

事業概要 財源内訳

　教育DXを推進し、GIGAスクール構想を着実に進める。

区分 内容 予算額

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

【拡　充】 予算額 233,500 千円 担当課 学校教育課

学びの探究向上

事業

・実学教育

  【新規】XRを活用した防災教育

・小学生向け親子英会話教室の開催

・小中学生向けプログラミング教室の開

催

・こども園でのICT学習支援

・児童待合所でのICT学習支援

・【新規】東大交流事業

・【新規】伊豆タイム

  英会話、コミュニケーション能力醸成

8,256

№ 7 事業名 GIGAスクール推進事業

事業概要 財源内訳

　自分の興味関心の高い分野で学ぶ喜びを体感してもらうため、学校の

枠を超えて児童の学習への関心を深める機会を創出する。

区分 内容 予算額

学校教育課

№ 6 事業名 学びの探究向上事業

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

【拡　充】 予算額 8,256 千円 担当課

一般財源

8,256

国庫支出金

58,666

その他特定財源

91,800

一般財源

83,034



令和7年度当初予算　主要事業概要説明資料

学校教育課

№ 8 事業名 放課後児童クラブ拡充事業

重点目標１ 　少子化対策と次代を担う人材の育成

【拡　充】 予算額 9,575 千円 担当課

事業概要 財源内訳

旧修善寺中給食センターを新たな放課後児童クラブに改修することによ

り、修善寺南小学校の待機児童を解消する。

区分 内容 予算額

放課後児童クラブ

拡充事業

・新放課後児童クラブ運営委託料

・施設改修工事

  他　光熱水費　など

9,575

№ 9 事業名 2025年デフリンピック事業

重点目標２ 　安全で心地よい生活環境の創出

予算額 3,237 千円 担当課

社会福祉課

観光商工課

社会教育課
事業概要 財源内訳

　日本CSCでの東京2025デフリンピック自転車競技（ロード、MTB）

開催に向けて、機運醸成や周知啓発、大会準備を進める。

区分 内容 予算額

大会準備

・県市連絡会議、東京都運営委員会

との協議調整　・手話ボランティア育成

・字幕表示システム導入　他

738

デフリンピック機運

醸成

・100日前イベントの実施

・自転車体験  他　周知啓発
1,624

共生社会の実現

に向けた周知啓発

・市民対象手話講座

・学校観戦、出前講座

・スポーツ推進委員手話講座　他

875

その他特定財源

2,000

一般財源

7,575

国庫支出金

275

一般財源

2,962



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

時間外小児医療

確保補助金

時間外診療を実施した市内小児科医

療機関に対し、診療に係る経費の1/2

を補助する。

7,550

事業概要 財源内訳

　安心して子育てができる環境整備のため、早朝や夜間診療を実施した

市内小児科医療機関に対し、補助金を交付する。

区分 内容 予算額

重点目標２ 　安全で心地よい生活環境の創出

― 予算額 7,550 千円 担当課 健康長寿課

帯状疱疹ワクチン

接種委託料

・扶助費

接種日時点で50歳以上の市民に対

し、接種費用のうち1回につき生ワクチ

ン4,000円、不活化ワクチン10,000

円を補助する。

7,800

№ 11 事業名 時間外小児医療確保補助金

事業概要 財源内訳

　帯状疱疹ワクチンの予防接種を受ける者に対し、帯状疱疹の発症率

の低減及び重症化の予防を図るため並びに経済的負担を軽減するため

ワクチン接種費用の一部を助成する。

区分 内容 予算額

健康長寿課

№ 10 事業名 帯状疱疹ワクチン接種事業

重点目標２ 　安全で心地よい生活環境の創出

― 予算額 7,800 千円 担当課

一般財源

7,800

一般財源

7,550



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

●スケジュール

令和７年度 令和８年度

ひなた公園

危機管理センター

公園整備事業

・公園整備工事

・管理棟・トイレ棟建築工事

・公園遊具設置工事

　　　　　　　　　　　　　　他

令和８年度中に全体供用開始予定

413,193

令和４年度 令和５年度 令和６年度

事業概要 財源内訳

　南海トラフ地震などの災害に対して、平時には市民に親しまれる公園と

して、災害時には自衛隊等の活動拠点や応急仮設住宅の建設用地と

して活用が可能な防災公園の整備を行う。

区分 内容 予算額

都市計画課

№ 12 事業名 ひなた公園整備事業

重点目標２ 　安全で心地よい生活環境の創出

― 予算額 413,193 千円 担当課

国庫支出金

137,000

県支出金

70
地方債

123,300

その他特定

財源

130,034

一般財源

22,789

舗装工事

管理棟・トイレ建設工事

造成・施設整備工事

調整池A・B

設置工事

実施設計

整備工事

供用開始

市道

供用開始

管理棟・トイレ棟

供用開始



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

●スケジュール

令和７年度 令和８年度

ひなた公園

危機管理センター

危機管理センター

整備

・危機管理センターの整備工事

・危機管理センターへの無線・放送設

備設置工事　等

 R7年度完成予定

871,590

令和４年度 令和５年度 令和６年度

事業概要 財源内訳

　南海トラフ地震などの災害に対して、ひなた公園内に公園整備と併せ

て災害対策の拠点となる危機管理センターを整備する。

区分 内容 予算額

危機管理課

№ 13 事業名 危機管理センター整備事業

重点目標２ 　安全で心地よい生活環境の創出

― 予算額 871,590 千円 担当課

県支出金

50,564

地方債

790,500

その他特定

財源

1,000

一般財源

29,526

実施設計

整備工事

供用開始

舗装工事

管理棟・トイレ建設工事

造成・施設整備工事

調整池A・B

設置工事

市道

供用開始

管理棟・トイレ棟

供用開始



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

危機管理課

№ 14 事業名 津波避難訓練事業

重点目標２ 　安全で心地よい生活環境の創出

【新　規】 予算額 5,500 千円 担当課

事業概要 財源内訳

　松原公園津波避難複合施設周辺の施設や津波避難ビルを利用し、観光客

等を対象としたリアルな観光防災避難訓練を実施し、安全・安心な観光防災

まちづくりと災害死者ゼロを目指す。

区分 内容 予算額

防災訓練支援業

務委託料

・松原公園津波避難複合施設、周辺

施設と連携した観光防災津波避難訓

練の実施。

5,500

№ 15 事業名 災害廃棄物仮置場対応訓練事業

重点目標２ 　安全で心地よい生活環境の創出

【新　規】 予算額 1,618 千円 担当課 環境衛生課

災害廃棄物仮置

場対応訓練業務

委託料

大規模災害を想定した災害廃棄物の

受入訓練の実施。
1,618

事業概要 財源内訳

  大規模災害の際、各家庭から搬出される災害廃棄物に対応するため

の仮置場の設置及び、周辺の交通誘導や場内での搬入・搬出・処分を

適正に対処するための訓練を実施する。

区分 内容 予算額

県支出金

3,666

一般財源

1,834

県支出金

539

一般財源

1,079



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

区分 内容 予算額

宿泊業経営力基

盤強化事業費補

助金

業務効率化や生産性向上の取組及

び社員寮の整備など補助対象経費に

対し、県 1/4と合わせて市が1/4を上

限に補助

4,000

① 業務効率化・生産性向上

・システム導入等の経費1/4（補助上

限 750千円/施設）

②従業員の住環境の改善

・従業員寮のリフォーム等に係る経費

1/4（補助上限 250千円/戸 ※最

大10戸まで）

事業概要 財源内訳

　市内宿泊事業者における生産性向上と雇用の安定を図るため、宿泊

業の経営力基盤強化事業を行う者に対し補助金を交付する。

区分 内容 予算額

観光商工課

№ 17 事業名 宿泊業経営力基盤強化事業費補助金

重点目標３ 　産業力の強化

― 予算額 4,000 千円 担当課

事業概要 財源内訳

　官民一体となった観光まちづくりと観光事業の推進に向けた財政計画

を伴う中長期的な戦略である観光推進基本計画を策定する。併せて計

画推進に向けた財源確保について、法定外目的税等の導入を含め検

討を進める。

観光推進基本計

画策定業務委託

料

① 計画の基本方針、計画に位置付

ける事業、各団体の役割の検討

② 計画推進に向けた財源の検討

③ 観光振興審議会の運営支援

④ 観光推進基本計画のとりまとめ

8,640

観光商工課

№ 16 事業名 観光推進基本計画策定事業

重点目標３ 　産業力の強化

― 予算額 8,640 千円 担当課

その他特定

財源 8,000

一般財源

640

その他特定財源

3,000

一般財源

1,000



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

森林環境譲与税

活用事業

・新生児市産材祝い品配布業務

・森林経営管理業務

・森林環境教育業務

・生活環境保全林整備業務

・森林活用都市間交流業務

・二十歳を祝う式典記念品作製業務

・森林整備事業補助金

・【拡充】地元産材活用支援事業補

助金

・沿道森林整備事業補助金　他

69,500

事業概要 財源内訳

　森林環境譲与税を活用し、森林整備の促進、森林の有する公益的

機能に関する普及啓発、木材の利用促進等を実施する。

区分 内容 予算額

農林水産課

№ 19 事業名 森林環境譲与税活用事業　

重点目標３ 　産業力の強化

【拡　充】 予算額 69,500 千円 担当課

ふるさと観光地魅

力化整備測量設

計業務

湯道整備に向けた測量設計 14,300

ふるさと観光地魅

力化整備工事
源氏公園整備に向けた改修工事 47,000

事業概要 財源内訳

　伊豆市の観光地としての魅力向上・ブランド化に向けて、関係団体と

の協議により整備計画をまとめ、ふるさと納税を活用しながら地域一体と

なった観光施設整備を実施する。

区分 内容 予算額

観光商工課

№ 18 事業名 ふるさと観光地魅力化事業

重点目標３ 　産業力の強化

― 予算額 61,300 千円 担当課

県支出金

27,000

その他特定

財源

30,000

一般財源

4,300

その他特定財源

69,500



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

地域づくり課

農林水産課

観光商工課

№ 20 事業名 地域おこし協力隊推進事業

重点目標３ 　産業力の強化

【拡　充】 予算額 132,036 千円 担当課

事業概要 財源内訳

　地域おこし協力隊制度を活用し、地域の活性化や産業振興を図る。

区分 内容 予算額

企画部門

継続隊員5名に加え、新規隊員３名

（土肥振興・ふるさと納税・地域振

興）、インターン2名委嘱予定

132,036農林部門

継続隊員10名に加え、新規隊員3名

（水田の畑利用、シイタケ栽培、森林

施業プランナー）を委嘱予定

観光部門 継続隊員１名（CSC）

地域づくり課

№ 21 事業名 移住定住促進事業

重点目標４ 　まちへの誇りの醸成とブランド力の向上

【拡　充】 予算額 71,638 千円 担当課

移住定住促進事

業

・【拡充】移住定住促進補助金

⇒移住定住促進補助金を見直し、増

築・リフォームを対象とするメニューを拡

充することにより、更なる子育て世帯の

移住定住を促進する。

・移住・就業支援金

・空き家バンク登録促進補助金

・空き家リフォーム補助金

・結婚新生活支援事業補助金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

71,638

事業概要 財源内訳

　人口減少の抑制に向けて、移住定住を促進するための取組みを行う。

区分 内容 予算額

一般財源

132,036

国庫支出金

5,000
県支出金

14,590

一般財源

52,048

※地域おこし協力隊制度

は、特別交付税措置あり



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

おかえりIzUプロ

ジェクト事業

首都圏在住の20～30代で伊豆市出

身者をメインターゲットに、先輩Ｕターン

者からUターンのきっかけとなる体験談

発表や、郷土料理を囲みながらの交流

会を開催する。

506

事業概要 財源内訳

　首都圏に居住勤務する伊豆市出身者との交流会を実施し、Ｕターン

のきっかけづくり及び地域愛の醸成を図る。

区分 内容 予算額

重点目標４ 　まちへの誇りの醸成とブランド力の向上

【新　規】 予算額 506 千円 担当課 地域づくり課

職員研修委託料

・研修内容

　市職員に対し市の政策課題及び個

人の業務課題をテーマに、グループまた

は個人で一つの解決策をまとめること

で、研修を通じ「想定力」「ヒアリング

力」「プレゼン力」を身に着け、課題解

決能力を高めることを目的とした研修を

実施。

対象

　主査級以下の職員を20名程度

5,600

№ 23 事業名 おかえりIzUプロジェクト事業

事業概要 財源内訳

　自分の働く場所・生活する地域に誇りを持ち、チーム力でしなやかに課

題を解決する力を持つ人材の育成を図るため、スーパー公務員によるビ

レッジプライド研修を実施する。

区分 内容 予算額

総務課

№ 22 事業名 ビレッジプライド研修事業

重点目標４ 　まちへの誇りの醸成とブランド力の向上

【新　規】 予算額 5,600 千円 担当課

一般財源

5,600

※総務省地域力創造アドバイザー

制度として特別交付税措置あり

一般財源

506



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

修善寺駅前地区

まちづくり基本計画

作成業務委託

主要地方道伊東修善寺線の修善寺

駅前区間道路改良に合わせて策定し

たまちづくり基本構想の事業化に向け

て、事業手法や区域の検討を行う。

5,000

修善寺温泉地区

まちづくり検討業務

委託

令和６年度作成したビジョン素案の内

容の精査を行うとともに、推進体制の

検討を行う。

5,000

事業概要 財源内訳

　賑わいや魅力ある拠点創造のため、地元住民の機運醸成や関係機

関との調整を図りながら、構想内容の精査及び事業化に向けた手法の

検討を進める。

区分 内容 予算額

重点目標５ 　魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保

― 予算額 10,000 千円 担当課 都市計画課

学校給食地元栽

培米活用事業

地元栽培米の学校給食提供

（天城給食センター、中伊豆給食セン

ター）

3,304

№ 25 事業名 修善寺駅周辺・修善寺温泉地区まちづくり検討事業

事業概要 財源内訳

　学校給食で使用する精米を全て地元栽培米にすることで、地産地消

を推進するとともに、子ども達の郷土愛を育む食育活動に繋げ、さらなる

学校給食の充実を図る。

区分 内容 予算額

学校教育課

№ 24 事業名 学校給食地元栽培米活用事業

重点目標４ 　まちへの誇りの醸成とブランド力の向上

― 予算額 3,304 千円 担当課

その他特定財源

3,200

一般財源

104

一般財源

10,000



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

通学補助金

伊豆中学校、土肥小中一貫校（後期課

程）に通う生徒に対し、エリア定期券（フ

リーパス）を配布する。

63,440

事業概要 財源内訳

　中学校生徒の保護者の負担軽減と路線バスの利用促進、生活圏の

拡大、社会参加の促進及び福祉の増進、通学の利便性の向上を図る

ため市内バス利用フリーパスを配布する。

区分 内容 予算額

重点目標５ 　魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保

【新　規】 予算額 63,440 千円 担当課 学校教育課

№ 27 事業名 中学生バス乗り放題事業

各種補助　他

高齢者割引乗車証購入助成金、高

校生通学補助金、バス路線利用促進

事業助成金　　　他

13,798

バス路線維持補

助金

生活バス路線のうち、バス事業者が不

採算路線として撤退した路線に対し、

市がバス事業者に運行を委託及び補

助金を支出する。

120,000

地域づくり課

事業概要 財源内訳

　市内の路線バスの運行を維持することにより、通学児童生徒や地域住

民の交通の利便を確保するとともにバス路線の利用促進及び利用者の

負担軽減を図る。

区分 内容 予算額

― 予算額 133,798 千円 担当課

№ 26 事業名 地域公共交通推進事業

重点目標５ 　魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保

県支出金

41,730

その他特定財源

78,000

一般財源

14,068

国庫支出金

5,112

一般財源

58,328



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

税務課

№ 28 事業名 収納対策強化事業

重点目標６ 　将来にわたる安定的な行財政運営の堅持

― 予算額 8,701 千円 担当課

事業概要 財源内訳

　収納率の向上に向けて、納税に係る利便性の向上を図るとともに、電

話催告による早期納税の促進、財産の差し押さえなど収納対策を強化

する。

区分 内容 予算額

収納対策強化事

業

・外部研修による滞納整理対策チーム

のスキルアップ

・QRコードによるキャッシュレス決済、コ

ンビニ納付の促進

・滞納者に対する電話催告の実施

・静岡地方税滞納整理機構への高額

滞納者等の移管

・インターネット公売の実施

8,701

№ 29 事業名 ふるさと納税促進事業

重点目標６ 　将来にわたる安定的な行財政運営の堅持

― 予算額 743,825 千円 担当課 企画財政課

事業概要 財源内訳

　自主財源の確保に加えて返礼品提供による市内経済の活性化及び

市の魅力を多くの人に感じてもらうことを目的として、伊豆市へのふるさと

納税を促進する。

区分 内容 予算額

ふるさと納税支援業

務委託料

プロモーション、返礼品新規開拓等に

関する事務を外部委託
75,000

返礼品
寄附目標額を15億円として、寄附額

の3割相当の返礼品を計上
450,000

その他
郵便料、印刷製本費、返礼品配送業

務委託　等
23,751

ポータルサイト使用

料
ふるさと納税ポータルサイト掲載使用料 192,074

企業版ふるさと納

税

企業版ふるさと納税獲得に向けたマッ

チング支援委託
3,000

その他特定財源

1,811

一般財源

6,890

その他特定財源

743,825



令和７年度当初予算　主要事業概要説明資料

基幹システム標準

化事業

・自治体システム標準化業務委託料

、サービス使用料（地域づくり課）

・標準仕様準拠システム移行支援業

務委託料（税務課）

・戸籍情報システム標準化等業務委

託料（市民課）

・投票管理標準化システム移行委託

料、システム使用料（総務課）

324,019

事業概要 財源内訳

　標準化移行が義務付けられている公共団体の基幹業務システム20

業務について、令和7年12月からの標準化システム本稼働に向け準備

を行う。

区分 内容 予算額

重点目標６ 　将来にわたる安定的な行財政運営の堅持

【拡　充】 予算額 324,019 千円 担当課 地域づくり課　他

旧八岳小学校解

体改修工事

・公共施設再配置計画、総合計画に

基づき旧八岳小学校の校舎の減築改

修及び体育館・プールの解体を行う。

※R6・7年度の2か年で実施。

 R7年度完成予定

135,500

№ 31 事業名 基幹システム標準化事業

事業概要 財源内訳

　旧八岳小学校を解体・改修することにより、地域の活動拠点及び災

害時の避難所として活用する。

区分 内容 予算額

資産経営課

№ 30 事業名 旧八岳小学校解体改修事業

重点目標６ 　将来にわたる安定的な行財政運営の堅持

― 予算額 135,500 千円 担当課

地方債

135,500

国庫支出金

274,825

一般財源

49,194
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